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めまぐるしく過ぎていく日々の中で
ライフスタイルは多様化しています。
でも、家づくりに求められていることは
結局いつだって、とてもシンプル。
「丈夫で、心地よくて、安全」
全部叶えるのなら、ぜひあおもりの木を。
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あおもりの木は、
家づくりの最適解。
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キーポイントホーム
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有限会社檜屋木材店
1952 HINOKIYA 一級建築士事務所
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渡部環境設計事務所
〒034-0012　青森県十和田市東一番町3-22
　    http://watabe-aa.com/
　    info@watabe-aa.com
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青森県産材の美しさと力強さを住宅に

　「あおもりの木」の爽やかな香りが出迎えてくれる玄関
ホール。そこからリビングに進むと、天井のスギやカラマ
ツを現しにした吹き抜けの空間が広がります。
　この住宅の土台は、水に強く腐りにくい青森ヒバ。床、
壁、天井、腰壁には柔らかな色合いのスギ、梁には優れた
強度を持つカラマツを使用しました。青森県産材ならで
はの、美しさと力強さを兼ね備えた住宅です。特に、青森
のスギを床材に使うと、冬は足元から暖かく、夏はカラッ
とした涼しさを感じられます。
　年月を重ねるごとに味わい深い色に変わっていく、あ
おもりの木の家。「アレルギー症状が緩和された」という
声もあります。そのような優れた機能を持つ木を住宅に
活かすことで、快適で健康的なライフスタイルをつくり
出すことができます。
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家中を包み込むすがすがしい香り

　青森ヒバの板張りと左官仕上げを組み合わせた、モダ
ンな外観の住宅。中に入ると、「あおもりの木」の柔ら
かく優しい色合いが広がっています。
　リラックス効果も期待できる、すがすがしい香りが家
全体を包み込んでいるこの住宅は、抗菌、防虫効果が期
待できる青森ヒバを土台にし、柱には青森県産のスギ、
梁には南部アカマツを使用しました。内装材にはヒバと
スギの無垢材を適材適所で使い分けています。特に無垢
材の床は肌触りが良くべたつかないので、素足で気持ち
よく歩けます。
　また、玄関ドア、家具、階段、郵便受けなどにも、さ
まざまな青森県産材を活かしました。青森の自然の恵み
をたっぷりと感じながら、心豊かに暮らせる住宅となっ
ています。

O1

HOUSING CASE

O2

HOUSING CASE

設計者の声

穏やかな気持ちになれる香り高いヒバ

　現代風の無落雪型住宅に、懐かしさが漂う軒下空間を
融合させた住宅です。スギ、ヒバ、クリ、アカマツといっ
た多彩な「あおもりの木」を活かしました。軒下の外壁
には、施主の趣味である家庭菜園の緑と調和するよう、
スギを張っています。
　玄関を入ると広がる板土間の床材には、堅くて耐久性
の高いクリを使いました。土間に続く和室の造作材はヒ
バ。リビングやキッチンなどの生活空間の床は、肌触り
が良く、畳のような感覚で素足で過ごせるスギです。そ
して、丈夫なアカマツの梁を現しにしました。
　青森ヒバは湿気に強く、香り高く秀逸な木材です。こ
の住宅では土台などのほか、浴室の壁と天井にも使用。
爽やかな香りを楽しみながら入浴すると、一日の疲れが
癒やされ、穏やかな気持ちになれます。
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「あおもりの木」をアクセントに

　入り口に掛かっている、柔らかなカーブを描いた大き
なひさしが特徴的な兼用住宅です。住まいと接骨院、美容
院、貸しスペースで構成されていて、多くの地域住民が集
う場所となっています。
　この家を支える柱は、耐久性に優れた青森県産のスギ
です。室内ではリビングや接骨院の天井でスギを使用し
ました。また、青森のスギを加工して作った合板を、壁や
屋根の下地、軒天に使用しています。シックな外観の一部
に使われた「あおもりの木」がアクセントとなり、温かな
印象を与えています。
　このひさしの下から軒天を見上げると目に入るのは、
温もりが感じられるスギの木目。さまざまな目的を持っ
て訪れる人を、温かく迎え入れてくれます。
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